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22,29)/8月に6日間 (1, 2, 9,12,19,
20).9月4日合計23日間｡ポボは, 6月に6日
間 (19,20,21,24.25.27),7月に9日間 (4,
5,8,10.ll.15,17,22,23).8月 lEj%
計16日間観察した｡その結果,腫張期, 最大接
張期,腫張減退期,銃静平たん期.月経の性周期
の各段階が観察され,酢酸.プロピオン酸,n-.
iso-解放,n-,iso一吉草酸は月経期に低く,
腫張期に高い二峰性の傾向が認められた｡アイの
場合,臭気が強く各低級脂肪酸の最高濃度は平た
んを確認しえた第2日目であった.酢酸,プロピ
オン酸はアイが高く,酪酸,吉草酸はポポが高い
傾向であった｡
(関連報告 :①日本分析化学会第8回イオンクロ
マトグラフィ 討ー論会 (1991)において一部発表｡
②HighAltitudeMedicine.ed.byG.Vedaet
al.PublishedbyShinshuUniversityPress,
Matsumoto.Japan,pp.533-537.(1992).)
自由:8
迫伝子座の比事刺こよる霊長類の核型進化の再検
討
平井百樹 (究京大･理･人頬)
各種バンド･バターンの比較に基づいて作成さ
れた従来の霞長和の核型進化モデルには.誤りが
あることが次節に明らかになってきた｡本研究で
は,クローン化されたヒト退伝子･DNAフラグ
メントをプローブとした蛍光insituハイプリダ
イゼーション法により.霊長類の染色体上で直接
的に迫伝子マップする方法をとり,比較マッピン
グの立場から従来の核型進化モデルを検証するこ
とを目的とした｡
霊長類での比較iB伝子マッピングは,これまで
主として体細胞迫伝学的手法を用いて行われてき
た｡しかし.そのような研究で用いられている細
胞雑種では,梢避変化した敗色体が予想以上に多
いことがわかった｡これが誤った池伝子地図作成
の原因となっているとおもわれ,insituハイプ
I)ダイゼ-ション法による虹技的マッピングが必
要であることが明確になった.そこでヒト苅6染
色体を一つのモデルとしてこの典色休の進化の研
究を進めたOヒト節6独色体短腕上の主要組械適
合性複合体 (MHC)領域内の3種類の退伝子に
ついて,マカカ屈5柚とマントヒヒを対象として
調べたところ.従来の報告とは只なる結果を得た.
すなわち,ヒト第6鞄色体とは形態もバンド･バ
ターンも異なるサル染色体の長腕上にMHC領域
がマップされた｡
ヒト第6染色体特異的DNAライプラ[)-を用
いてこの染色体全休を蛍光標識する方法 (ペイン
ティング法)を応用すると.マカカ属でもマント
ヒヒでも1対の独色体がヒト節6独色体に対応し
ていることがわかるoこれは.第6敗色体として
は保存されたが,核型進化途上この染色体に逆位
が生じたことを示唆する｡このことは,ヒト第6
染色体上の校数の整列クローンをサル染色体上に
マップすることで確認できた｡
他の染色体についても同様に調べることにより,
霊長類の核型進化が明らかになるものと期待され
る｡
自由:9
二ホンザルの敵対的交渉後の社会交渉
近藤あや子 (京都大)
敵対的交渉が起こると,それに引続いてさまざ
まな社会行動が生起することが知られている｡そ
れらの社会行動のうち,敵対的交渉に参加した個
体の興街を銃め個体問に発生した緊張をやわらげ
るはたらさのある親和的行動は,敵対的交渉によっ
て危枚にさらされた社会関係を修復する機能があ
ると考えられている｡これまで多くの種において,
敵対的交渉後に.交渉に参加した個体問の親和的
ー73-
行動の頻度が増加することが知られている｡さら
に,交渉に参加した個体と参加しなかった個体の
間に特定の社会関係 (たとえば血縁関係)が存在
している場合には,それらの個体間でも親和的交
渉の頻度が増加することがいくつかの種で報告さ
れている｡本研究は,ニホンザルにおいてこのよ
うな行動がみられるかどうかを検討することを目
的としておこなった｡調査は志賀Al群を対象に
おこなった.資料は現在分析中なので結果の概略
を報告する｡
アドリブ･サンプリング法を用い,敵対的交渉
が起こった後,交渉に参加した個体のうちの一方
を60分間個体追跡し,その個体が持った社会交渉
をすべて記録した｡観察された社会交渉のうち近
接とグルーミングを親和的交渉とし.敵対的交渉
後の生起頻度と持続時間を算出した｡その後,敵
対的交渉をもった相手との血縁関係,攻撃の強弱
の程度.攻撃者であったか被攻撃者であったか,
という3つの観点から比較分析をおこなった｡
その結果,敵対的交渉後の交渉に参加した個体
と節三者との交渉については,敵対的交渉直後
(15分以内)の親和的交渉の発生頻度や持続時間
には条件問で大きな差は見られなかったが,敵対
的交渉後16-60分間の親和的交渉の生起械度には,
上記の条件問で若干の差異が見られた｡一方,敵
対的交渉の参加個体同士の交渉については,攻撃
の強弱の程度の影響はなかったが,相手個体が血
縁個体である場合には交渉後15分以内に相手個体
と親和的交渉を持つ傾向があった｡
これらの結果は,ニホンザルにおいても敵対的
交渉がその後の親和的交渉の生起に影響すること
を示唆している｡今後さらに資料収集をおこない,
今回の結果とあわせて考察する予定である｡
自由:10
冷温帯林に生息するニホンザルの力田リー 及び
各種栄養摂取量の季節変動
中川 尚史 (シオン短大･教養)
北日本の冷温帯林に生息するニホンザルは,冬
期著しい食物不足に陥る｡宮城県金華山島の野生
ニホンザルは,晩秋にはカロリー ･窓白質とも必
要量を上回っている (必要量のそれぞれ43%,16
%増)のに対し,晩秋期にはともにかなり下Elる
(必要量のそれぞれ45%,､38%)ことがすでに明
らかになっている (Nakagawa,1989)｡この結
果は,秋の余剰エネルギーによる体脂肪の蓄積に
より冬の食物不足に対処していることを示唆して
いる｡しかしながら,こうした個体の栄養状態に
関する調査は,冬だけでは不十分であり.通年の
資料が集まってこそ完結したものになる.これま
でニホンザルの食物アベイラビリティ 及ーびサル
の栄養状態は秋 ･春 ･夏･冬の順に高いとされて
きたが,これを量的に示した研究は皆無である｡
本研究は,すでに明らかになっている秋･冬を除
いた季節のニホンザルのカロリー 及び各種栄養素
摂取量を明からにし,さらに季節的･地域的な栄
養摂取量の差が食物の単位重畳の差に由来する摂
食速度の違いによること (Nakagawa,1989)を
支持する資料を蓄積することをE]的として行った｡
夏期にあたる8月中旬,金華山A群に属するオ
トナメス1頭を終日個体追跡したところ,コゴメ
ウツギの種子,サワフタギの妻,ガマズミの果実,
へクソガズラの葉,ヤプマメの糞,サンショウの
葉および果実などが主要食物品目であった｡これ
ら6品目の栄養分析も併せて行った結果,カロリー
及び蛋白質の平均含有量 ･摂取速度はそれぞれ以
下のようであった｡含有量 :4.47kcal;15.12%;
摂食速度 :1.88kcal/分 ;0.0534ど/分.
これらの値を秋 ･冬の値と比較してみると,含
有畠については摂取量が要求量を十分満たしてい
た秋のそれと比べても遜色なく,蛋白質について
は糞の含有塁の高さのためむしろ高かった｡しか
しながらどの品目も単位重量が軽く,そのため摂
取速度,とくにカロリー 摂取速度が,摂取丘が要
求丑をかなり下回っていた冬のそれを若干上回る
程度であった｡
これらのことから,冷温帯に生息するニホンザ
ルは,夏期も食物摂取速度の低さに由来する食物
不足に陥っている可能性が高いことが推測された｡
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